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我
が
国
の
「
食
料
の
安
全
保
障
」
は
大
丈
夫
？ 

  

昨
年
は
令
和
の
「
米
騒
動
」
で
日
本
国
中
が
大
騒
ぎ
し
ま
し
た
。 

 

「
小
泉
米
」
と
い
う
新
語
が
誕
生
し
た
り
、「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
」「
備
蓄
米
」
と
か
「
古 

古
古
古
米
」
等
、
普
段
あ
ま
り
耳
に
し
な
か
っ
た
言
葉
も
憶
え
ま
し
た
。
米
の
減
反
政
策
が
事

実
上
継
続
さ
れ
て
い
る
事
実
も
、
米
の
流
通
が
極
め
て
複
雑
で
多
段
階
で
あ
る
こ
と
も
分
か

り
、「
国
民
総
米こ

め

評
論
家
」
状
態
が
現
出
し
た
の
で
す
。 

 

今
回
の
「
米
騒
動
」
で
も
、
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
の
「
関
税
騒
ぎ
」
で
も
、
常
に
話
題
に
な
る
の

が
我
が
国
の
「
食
料
の
自
給
率
」
問
題
で
す
。
輸
入
米
は
無
税
の
「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
」

（
年
七
十
七
万
ト
ン
）
を
除
く
と
１
キ
ロ
当
た
り
三
百
四
十
一
円
（
ト
ン
換
算
す
る
と
三
十
四

万
一
千
円
）
と
い
う
高
額
の
関
税
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
決
め
ら
れ
た

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
別
に
す
れ
ば
我
が
国
の
有
税
輸
入
米
は
約
十
万
ト
ン
（
予
想
）
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
食
料
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、
ご
承
知
の
通
り
自
給
率
は
僅
か
三
十

八
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
の
低
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
農
水
省
の
統
計
に
よ
る
と
昭
和
三
十

五
年
に
は
七
十
九
％
だ
っ
た
自
給
率
が
、
こ
の
六
十
五
年
間
で
約
四
十
％
も
下
落
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

一
口
で
言
え
ば
、
原
因
は
日
本
の
食
事
の
急
劇
な
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洋
風
化
に
あ
り
、「
食
料
消
費
構
造
の
変
化
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。 

 

先
ず
世
界
の
主
要
国
の
食
糧
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

① 

カ
ナ
ダ
二
二
一
％
、
②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
五
五
、
③
ア
メ
リ
カ
一
一
五
、
④
フ
ラ
ン 

ス
一
一
二
、
⑤
ド
イ
ツ
八
三
、
⑥
イ
タ
リ
ア
七
八
、
⑦
ス
イ
ス
四
六
、
⑧
日
本
三
八
⑨
韓
国

三
二
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
を
基
準
に
し
た
農
水
省
統
計
） 

 

ご
覧
の
通
り
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
先
頭
に
広
大
な
耕
地
を
も
つ
農
業
国
が
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
・
韓
国
等
は
経
済
成
長
の
結
果
、
と
も
に
米
中
心
の
食
生
活

か
ら
パ
ン
、
肉
、
油
脂
を
多
用
す
る
欧
米
風
の
高
カ
ロ
リ
ー
型
食
事
構
造
に
移
行
し
た
の
で
す
。

こ
れ
と
並
行
し
て
農
地
が
工
業
地
帯
や
宅
地
に
転
用
さ
れ
、
農
業
人
口
の
激
減
を
招
き
、
穀
物

（
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
や
飼
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
構
造
が
定
着

し
ま
し
た
。
か
く
し
て
我
が
国
の
食
料
自
給
率
の
低
さ
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
と
と
も
に
有
事
へ
の
不
安
が
拭
え
ま
せ
ん
。 

 

昭
和
三
十
五
年
と
令
和
五
年
を
比
較
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
詳
細
に
我
が
国
の
「
食
料
の
消

費
構
造
の
変
化
」
の
実
態
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

① 

米
と
小
麦
の
消
費
量
（
昭
和
３
５
年→

令
和
５
年
、
令
和
５
年
／
昭
和
３
５
年
） 

 

米
の
年
間
一
人
当
た
り
消
費
量 

 

一
一
四
・
九→

五
十
・
二
㎏ 

 

四
十
四
％ 

 

小
麦
の
年
間
一
人
当
た
り
消
費
量 

二
十
五
・
八→

三
十
・
七
㎏ 

 

百
十
九
％ 

 

朝
・
昼
・
夕
食
の
主
食
が
夫
々
大
き
く
変
化
し
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
ま
す
。 
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厚
労
省
の
調
査
の
結
果
で
は
、
朝
食
に
パ
ン
食
を
選
ぶ
家
庭
が
三
十
四
・
三
％
で
ト
ッ
プ
を

占
め
、
米
食
は
タ
ッ
タ
十
六
・
二
％
で
最
下
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食
事
を
摂
ら
な
い
家
庭
が

四
分
の
一
あ
る
の
も
朝
食
の
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
日
本
の
経
済
発
展
と
そ
れ

に
伴
う
価
値
観
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
経
済
発
展
は
新
し
い
労
働
力
を
必
要
と
し
、
従
来
の
夫

が
外
へ
出
て
働
き
、
妻
は
家
庭
で
家
事
に
専
念
す
る
と
い
う
旧
来
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
崩

壊
し
て
共
働
き
所
帯
が
激
増
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
事
労
働
軽
減
の
た
め
に
パ
ン
食
が
選

ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

次
に
昼
食
で
す
が
、
米
食
が
辛
う
じ
て
三
十
六
・
七
％
を
占
め
る
も
の
の
、
麺
食
（
ラ
ー
メ

ン
・
そ
ば
・
パ
ス
タ
等
の
小
麦
加
工
品
）
が
二
十
八
・
三
％
で
第
二
位
を
占
め
て
い
る
の
は
外

食
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
愛
妻
弁
当
は
も
は
や
望
め
な
く
な
っ
て
き
た

の
で
す
。 

最
後
は
夕
食
で
す
が
、
こ
こ
で
や
っ
と
米
食
が
本
来
の
主
食
の
座
に
戻
り
、
七
十
・
五
％
で

ト
ッ
プ
を
占
め
ま
す
。
全
体
を
通
じ
て
、
コ
メ
（
ご
飯
）
か
ら
コ
ム
ギ
（
パ
ン
）
へ
の
シ
フ
ト

が
食
料
自
給
率
の
低
下
を
招
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
戦
後
の
食
糧
不
足
を
解
決
す
る
た

め
に
昭
和
二
十
二
年
頃
か
ら
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
民
間
団
体
に
よ
る
余
剰
コ
ム
ギ
の
大
量

援
助
が
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
全
国
都
市
部
の
児
童
を
対
象
に

学
校
給
食
が
始
ま
り
「
コ
ッ
ペ
パ
ン
＋
脱
脂
粉
乳
＋
鯨
の
竜
田
揚
げ
等
」
が
主
な
献
立
で
、
栄

養
補
給
が
最
優
先
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
「
食
事
＝
パ
ン
と
ミ
ル
ク
」
と
い
う
習
慣
が
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刷
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
洋
食
へ
の
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
普
及
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。 

② 

畜
産
物
の
消
費
量
（
昭
和
３
５
年→

令
和
５
年
、
令
和
５
年
／
昭
和
３
５
年
） 

肉
類
の
年
間
一
人
当
た
り
の
消
費
量 

 
 

 

三
・
五
㎏→

三
十
五
・
一
㎏ 

 
 

十
倍 

乳
製
品
の
年
間
一
人
当
た
り
の
消
費
量 

二
十
二
・
三
㎏→

九
十
二
・
三
㎏ 

四
・
一
倍 

伝
統
的
な
和
食
の
副
菜
に
は
「
魚
と
野
菜
に
味
噌
汁
」
を
付
け
る
の
が
普
通
で
し
た
が
、
経

済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
肉
食
文
化
（
牛
・
豚
・
鶏
）
が
急
速
に
広
が
り
（
約
十
倍
）、
牛
乳

や
乳
製
品
（
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
等
）
も
四
倍
に
な
る
な
ど
食
卓
の
風
景
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
副
食
に
肉
類
が
増
え
た
と
い
い
ま
す
が
、
ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば
牛
・
豚
・
鶏
と
も

に
国
産
品
と
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。
鶏
卵
や
乳
製
品
も
同

様
で
す
。 

さ
て
そ
こ
で
、
突
然
で
す
が
皆
さ
ん
に
質
問
で
す
。 

我
が
国
の
「
鶏
卵
」
の
自
給
率
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

新
鮮
さ
が
売
り
物
の
鶏
卵
で
す
し
、
価
格
が
最
も
安
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
、
い
わ
ば
模

範
と
も
い
う
べ
き
食
品
で
す
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
国
産
が
多
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
。 

そ
の
通
り
で
す
。
国
産
率
は
約
九
十
七
で
輸
入
は
僅
か
に
僅
か
三
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
、
自
給
率
の
計
算
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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鶏
に
毎
朝
卵
を
産
ま
せ
る
た
め
に
は
餌
が
必
要
で
す
。
主
な
餌
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
麦
・

小
麦
等
の
穀
類
で
、
い
ず
れ
も
輸
入
比
率
が
高
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
至
っ
て
は
殆
ど
一
〇

〇
％
輸
入
で
す
。
し
た
が
っ
て
餌
代
を
算
入
す
る
と
鶏
卵
の
自
給
率
は
僅
か
十
三
％
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
同
様
に
牛
肉
や
豚
・
鶏
肉
に
つ
い
て
も
輸
入
餌
代
を
入
れ
る
と
自
給
率
は
順

に
十
（
＊
四
十
八
）、
六
（
四
十
九
）、
八
（
六
十
五
）
％
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
二
十
八
（
六
十

三
）
％
に
な
る
と
農
林
水
産
省
統
計
に
あ
り
ま
す
。（
＊
カ
ッ
コ
内
の
数
値
は
飼
料
を
算
入
し

な
い
国
産
化
率
） 

③ 

油
脂
類
の
消
費
量
（
昭
和
三
十
五
年→

令
和
五
年
、
令
和
５
年
／
昭
和
３
５
年
） 

油
脂
類
の
年
間
一
人
当
た
り
消
費
量 

 

四
・
三
㎏→

一
三
・
六
㎏ 

 

三
・
二
倍 

畜
産
物
と
乳
製
品
の
増
大
と
精
製
技
術
の
向
上
で
安
価
で
高
品
質
の
油
脂
類
が
商
品
化
さ

れ
は
従
来
型
の
「
煮
る
・
焼
く
」
に
加
え
て
、
家
事
の
省
力
化
に
も
役
に
立
つ
「
炒
め
る
・
揚

げ
る
」
と
い
う
調
理
メ
ニ
ュ
ー
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
ま
し
た
。 

油
脂
類
の
原
料
に
な
る
大
豆
や
菜
種
の
自
給
率
は
極
め
て
低
く
（
輸
入
が
多
い
）、
ま
た
油 

脂
類
の
カ
ロ
リ
ー
は
一
グ
ラ
ム
当
た
り
約
九
㌔
カ
ロ
リ
ー
と
高
い
の
で
食
料
自
給
率
を
想
像

以
上
に
押
し
上
げ
る
結
果
を
招
い
た
の
で
す
。 

  

我
が
国
の
食
料
自
給
率
低
下
の
要
因
を
探
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
程
度
自

給
率
低
下
に
寄
与
し
て
い
る
か
を
農
水
省
統
計
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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概
算
値
で
す
が
・
・
・
お
よ
そ
左
記
の
通
り
で
す
。 

① 

米
の
消
費
量
の
減
少
が
寄
与
率
五
〇
％
で
最
大
。
続
い
て
②
畜
産
物
の
増
加
が
二
五
％
、
こ 

れ
に
は
飼
料
の
輸
入
依
存
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
③
油
脂
類
の
消
費
が
予
想
を
超
え
る 

十
五
％
、
④
そ
の
他
（
果
物
等
）
が
十
％
で
す
。 

 

我
が
国
の
食
糧
自
給
率
の
当
面
の
目
標
は
二
〇
三
〇
年
・
・
・
四
十
五
％
で
す
。 

ま
ず
は
、
米
農
地
の
集
約
化
に
よ
っ
て
生
産
性
向
上
を
実
現
し
、
国
際
的
な
価
格
競
争
力
を

保
持
す
る
こ
と
が
第
一
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
上
、
米
か
ら
小
麦
へ
の
シ
フ
ト
を
止
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
次
に
畜
産
物
の
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
飼
料
の
国
産
化
が
当
面
の
課
題
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
表
面
化

し
て
い
ま
す
が
、
食
料
で
も
有
事
に
備
え
た
対
策
を
平
時
に
こ
そ
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
す
。 

数
字
が
沢
山
出
て
き
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
農
水
省
統
計
・
調
査
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。 


